
医療連携・診療体制支援
M E D I C A L  C O O R D I N AT I O N  S U P P O R T

P R O B L E M

精神面の医療が、現場に届きにくくなっていないか。

精神面の医療も、その都度の個別対応に頼るのではなく、施設に定期的にとどく体制として整えることができます。

だから、体制で整える。

S E R V I C E

医療連携・診療体制支援とは。

連携医療機関の精神科医による定期的な療養指導が施設にとどくよう、体制の構築と運用をAnchorが支援するサービスです。診療は、連携

医療機関の医師が行います。Anchorは診療を行わず、体制づくりと運用の伴走を担います。

体制の構築

施設の状況を伺い、連携医療機関との調

整、実施形式・頻度のすり合わせ、施設内

の受け入れ準備まで、開始に必要な段取

りを支援します。

運用の伴走

開始後の日程調整や、施設と医療側の情

報連携の運びを支援します。運用上のお

困りごとも、その都度ご相談いただけま

す。

記録が残る運用

指導の内容ややり取りを記録に残す運用

を整え、日々のケアや申し送りにつなげや

すくします。場当たりの対応にしない土台

です。

診療の主体は、連携医療機関。Anchorは、体制の構築・運用を支援する会社です。
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サービスご案内資料

精神科の療養指導体制を、

連携医療機関とともに。

施設に必要な医療がとどく体制を、連携医療機関とともに構築・運用します。

精神科の療養指導体制の構築から、オンライン診療の導入・連携までを支援します。

特養・グループホーム・有料老人ホームなど、精神面の医療との連携を強めたい事業者さまへ

認知症の症状や気分の波など、精神面の対応に迷う場面があるが、相談先が決まっていない

精神科の医療につながりにくく、通院の付き添いや日程調整の負担が大きい

嘱託医の先生とは別に、精神面について定期的に相談できる体制がない

医療側とのやり取りが口頭中心で、指導の内容が記録として残りにくい



医療連携・診療体制支援
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H O W  I T  W O R K S

三者で役割を分けて、医療がとどく体制をつくる。

連携医療機関・施設スタッフ・Anchorの三者で役割を分担し、無理なく続けられる体制にします。

01
連携医療機関

精神科医が、定期的な療養指導を行う

連携医療機関の精神科医が、入居者さまの状況に応じて定期的な療養指導を行います。医療上の最終判断は、連携医療

機関の医師・医療チームが担います。

02
施設スタッフ

日々の様子を伝え、記録を共有する

入居者さまの日々の様子を医療側へ伝え、指導の内容を記録として受け取ります。医療とのやり取りが記録に残ることで、

日々のケアや申し送りに反映しやすくなります。

03
A n c h o r

体制の構築・運用を支援する

連携医療機関との調整、日程・情報連携の運び、記録が残る運用づくりなど、体制の構築と日々の運用をAnchorが支援し

ます。診療は行いません。

精神面の医療がとどく体制を、三者の連携でつくる。

体制が整うことで、制度上の評価（算定）にもつながります。

F L O W

ご相談から、開始まで。

S T E P 01

ご相談

フォームまたはお電話でご連絡ください。現在の医療連携の状

況やお困りごとをお伺いし、担当からご希望の方法でご連絡しま

す。

S T E P 02

施設状況の確認

入居者さまの状況、嘱託医・協力医療機関との現在の連携、施設

の運用の流れを伺い、どのような体制が合いそうかをご一緒に

整理します。

S T E P 03

連携医療機関との調整

施設の状況に応じて、連携医療機関と実施の形式（対面・オンラ

インの組み合わせ）や頻度、情報連携の方法をすり合わせます。

S T E P 04

開始

定期的な療養指導の運用を開始します。開始後も記録をもとに

運用を振り返り、連絡の流れや記録の残し方を現場と一緒に見

直します。

詳しい準備は不要です。いま分かる範囲でお聞かせください。状況整理だけのご相談でも構いません。
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FA Q

よくあるご質問

Q 現在の嘱託医の先生との関係はどうなりますか？

A 嘱託医の先生の役割はそのままに、精神面の療養指導を連携医療機関の精神科医が担う形で、役割を分担しながら併存できます。現在の

体制を伺ったうえで、無理のない分担をご一緒に整理します。

Q オンラインでの実施はできますか？

A 施設の状況に応じて、対面とオンラインを組み合わせた体制を検討できます。実施の形式は、連携医療機関の医師の判断のもと、施設の環

境や入居者さまの状況に合わせて調整します。

対象施設種別・運用範囲・開始までの進め方は、現在の体制を伺ったうえでご案内します。

C O N TA C T

まずは、現在の体制からお聞かせください。

精神面の医療がとどく体制づくりを、ご一緒に。

状況整理だけでも構いません。現在の医療連携の状況とお困りごとから、まずはお聞かせください。ご相談は無料です。

お電話でのご相談（平日9:00-18:00）

03-4400-3511
お問い合わせフォーム

https://anchor-japan.co.jp/contact.html

毎週木曜14:00　無料オンラインセミナー開催中｜医師が「施設経営に使

える話」を現場の言葉で。

参加申込・詳細

https://anchor-

japan.co.jp/seminar.html

© 株式会社Anchor　〒105-0001 東京都港区虎ノ門3-15-5-1201 3 / 3


